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市
で
は
４
月
か
ら
、
子
ど
も
の
交

通
事
故
防
止
と
市
内
の
交
通
安
全
対

策
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、

交
通
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
交
通
安

全
リ
ー
ダ
ー
」を
新
た
に
創
設
し
ま
す
。

小
学
生
の
登
下
校
の
時
間
帯
に
交

通
量
の
多
い
通
学
路
に
立
ち
、
子
ど

も
達
が
安
全
に
登
下
校
で
き
る
よ
う

見
守
り
ま
す
。

■
交
通
安
全
リ
ー
ダ
ー
追
加
募
集

昨
年
１
次
募
集
を
行
い
ま
し
た

が
、
左
表
の
町
内
会
で
は
追
加
募

集
を
し
て
い
ま
す
。

●
活
動
内
容
・
時
間

原
則
毎
月

・

・

日
の「
交
通
事
故
死

１０

２０

３０

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」に
街
頭
指
導

（
立
哨
）。時
間
は
、
小
学
生
の
登

り
っ
し
ょ
う

下
校
に
あ
わ
せ
た
朝
・
夕
の
各
３０

分
程
度
で
す

※
ゼ
ロ
の
日
が
松
掌
抄
承
の
場
合

は
そ
の
直
前
の
平
日
に
実
施
。

※
右
記
に
関
わ
ら
ず
、
特
定
の
日

や
時
間
の
み
も
可
。

※
制
服
等
は
市
が
用
意
。

●
活
動
場
所

小
学
校
の
通
学
路

で
、
自
動
車
の
交
通
量
の
多
い
歩

行
者
横
断
場
所
の
中
か
ら
、
町
内

会
と
本
人
で
相
談
し
て
決
定

●
申
込
み
２
月
日
昭
ま
で（
松

２８

掌
抄
を
除
く
）に
町
内
会
又
は
市

民
安
全
課
へ

※
町
内
会
の
受
付
曜
日
等
は
町
内

会
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
に
は
町
内
会
の
推
薦
が

必
要
。
推
薦
後
、
市
が
交
通
安

全
リ
ー
ダ
ー
に
委
嘱
し
ま
す
。

安
城
市
暴
力
追
放
推
進
協
議
会

が
暴
力
追
放
に
関
す
る
標
語
を
募

集
し
た
結
果
、

人

作
品
の
応

１５６

２７１

募
が
あ
り
、
次
の
皆
さ
ん
が
入
賞

し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

暴
力
を
許
さ
ぬ
勇
気
と地

域
の
絆

（
小
林
久
典
・
市
内
在
勤
）

み
え
な
い
暴
力

気
づ
い
て
あ
げ
よ
う
地
域
の
目

（
二
橋
尚
子
・
市
内
在
勤
）

に
は
し

暴
力
を

し
な
い
さ
せ
な
い
見
の
が
さ
な
い

み
ん
な
で
守
る
安
心
安
城

（
小
森
佳
緒
里
・
市
内
在
勤
）

深
め
よ
う
地
域
の
絆
で暴

力
追
放

（
神
谷
正
・
市
内
在
勤
）

暴
力
を
み
ん
な
で
な
く
す町

づ
く
り

（
玉
井
宏
明
・
市
内
在
勤
）

暴
力
に
負
け
な
い
勇
気地

域
の
力

（
角
谷
章
悟
・
市
内
在
勤
）

す
み
や

３
位

２
位

１
位

■問 ▼市民安全課(緯〈７１〉２２１９）

私達と一緒に、子
ども達の安全を守
りましょう。とて
もやりがいがあり
ますよ。

交通安全リーダーを
追加募集中の町内会

里町内会
浜屋町内会
別所団地町内会
末広町内会
箕輪町内会
二本木新町町内会
古井町内会
和泉町内会
東端町内会
堀内町内会
三ツ川町内会

上記以外の町内会
でも随時募集して
います。各町内会
へ問い合わせてく
ださい
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健幸ひとくち話

私
の
二
人
の
娘
の
う
ち
、
上

の
娘
が
ド
イ
ツ
人
青
年
と
結
婚

し
、
現
在
は
ド
イ
ツ
に
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
平
成
三
〇
年
一
月

に
子
を
授
か
り
、
十
一
月
に
孫

の
顔
を
見
せ
に
帰
国
し
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
下
の
娘
に
も

幼お
さ
な

子
が
お
り
、
久
々
に
一
家
団

ご

だ
ん

欒
の
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ら
んま

し
た
。

そ
ん
な
時
、
私
は
二
人
の
孫

の
お
爺
さ
ん
と
化
し
、
娘
た
ち

が
幼
か
っ
た
頃
を
思
い
出
し
な

が
ら
、
幼
子
の
機
嫌
と
り
に
悪

戦
苦
闘
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
孫
を

授
か
っ
て
以
降
、
彼
ら
と
戯
れ

た
わ
む

る
時
間
を
持
つ
と
、
目
の
前
の

幼
子
の
未
来
に
思
い
を
馳
せ
て

い
る
自
分
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
市
長
と
し
て
、

次
世
代
に
思
い
を
馳
せ
ね
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

今
で
は
さ
ら
に
遠
い
未
来
ま
で

を
案
じ
る
自
分
に
変
わ
っ
て
い

ま
す
。
家
族
四
世
代
の
団
欒
は
、

政
治
家
と
し
て
の
私
の
意
識
を

大
き
く
変
え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
子
を
持
っ
て
知
る
親
の
恩
」

と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
が
、

孫
と
の
ふ
れ
合
い
を
通
じ
て

「
孫
を
抱
き
推
し
は
か
る
遠
い

お

未
来
」と
い
う
心
境
に
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
が
よ
く
分
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
今
で
も
日
本
で

は「
舶
来
品
＝
良
品
」と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
根
強
い
か
と
思
い
ま

す
。
た
し
か
に
物
に
よ
っ
て
は

そ
の
通
り
な
の
で
し
ょ
う
が
、

「
灯
台
下
暗
し
」の
ご
と
く
、
私

た
ち
は
国
産
の
よ
さ
に
気
づ
い

て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
反
省
さ
せ
ら
れ
る
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
の
孫
は
、
日
本
に
来

て
り
ん
ご
や
み
か
ん
を
好
ん
で

食
べ
、
娘
夫
婦
を
驚
か
せ
て
い

ま
し
た
。
母
国
で
は
北
欧
の
り

ん
ご
や
南
欧
の
オ
レ
ン
ジ
を
与

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
孫
は

あ
ま
り
食
べ
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
わ
が
家
に
来
て

か
ら
は
、
国
産
の
り
ん
ご
や
み

か
ん
を
喜
び
、
手
づ
か
み
で
口

に
運
び
パ
ク
パ
ク
と
食
べ
て
く

れ
ま
し
た
。

果
物
の
食
感
や
甘
味
な
ど
に

関
し
て
、
国
産
は
外
国
産
に
は

な
い
独
特
の
味
わ
い
が
あ
り
、

幼
い
子
ど
も
の
味
覚
に
合
う
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
乳
児
の
繊

細
な
舌
は
案
外
正
直
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
は
、
も
っ
と
日
本
の

生
産
物
に
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、

海
外
に
売
り
込
む
く
ら
い
の
気

概
を
持
つ
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

孫たちとのひと時

慣
れ
な
い
都
会
で
の
生
活
に
必
死

に
な
じ
も
う
と
奮
闘
す
る
姿
を
描

い
て
い
ま
す
。

●
日
時

１
月

日
掌
午
前

時

２７

１０

分
・
午
後
２
時

３０※
い
ず
れ
も
開
場
は

分
前
。

３０

●
定
員

各

人（
先
着
順
）

２００

●
鑑
賞
料

大
人
止

円
５００

子
ど
も（
小
学
生
以
下
）
止

円
３００

フ
ァ
ミ
リ
ー（
大
人
１
人
、
子
ど

も
２
人
）
止
１
０
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売

１
月
４
日
晶

午
前
９
時
か
ら
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
総

合
案
内
に
て

■
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ラ
イ
ブ

１
月
の
テ
ー
マ
は「
冬
の
コ
ン

サ
ー
ト
」。

第
１
部
は
、
平
成

年
８
月
の

３０

愛
知
県
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
銀
賞

を
受
賞
し
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
奏
会

を
行
っ
て
い
る
安
城
学
園
高
等
学

校
合
唱
部
。

第
２
部
は
、
平
成

年
カ
ラ
オ

２９

ケ
・
ワ
ー
ル
ド
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

シ
ッ
プ
日
本
大
会
で
優
勝
し
、
同

世
界
大
会
で
も
準
決
勝
に
進
出
し

た
安
城
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
角
谷
広

す
み

や

太
氏
が
出
演
し
、
素
敵
な
歌
声
を

披
露
し
ま
す
。

●
日
時

１
月

日
松

１２

第
１
部
止
午
後
６
時

分
～
６
時

１５

分
４５第

２
部
止
午
後
７
時
～
７
時

分
３０

■
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
シ
ネ
マ
上
映
会

「
ハ
イ
ジ
ア
ル
プ
ス
の
物
語
」

ワ
ン
コ
イ
ン
で
映
画
が
楽
し
め

る「
シ
ネ
マ
上
映
会
」を
開
催
し
ま

す
。
上
映
作
品
は
世
界
中
で
愛
さ

れ
て
い
る「
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ

イ
ジ
」の
実
写
版
。
ア
ル
プ
ス
の

山
の
中
で
暮
ら
し
て
い
た
少
女
が
、

■問
資

安
城
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
総
合
案
内
）

（
緯〈

〉１
４
０
０
）

７６

ア
ン
フ
ォ
ー
レ
の
催
し
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来
事
が

あ
り
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
の
孫
は
、
日
本
に
来

て
り
ん
ご
や
み
か
ん
を
好
ん
で

食
べ
、
娘
夫
婦
を
驚
か
せ
て
い

ま
し
た
。
母
国
で
は
北
欧
の
り

ん
ご
や
南
欧
の
オ
レ
ン
ジ
を
与

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
孫
は

あ
ま
り
食
べ
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
わ
が
家
に
来
て

か
ら
は
、
国
産
の
り
ん
ご
や
み

か
ん
を
喜
び
、
手
づ
か
み
で
口

に
運
び
パ
ク
パ
ク
と
食
べ
て
く

れ
ま
し
た
。

果
物
の
食
感
や
甘
味
な
ど
に

関
し
て
、
国
産
は
外
国
産
に
は

な
い
独
特
の
味
わ
い
が
あ
り
、

幼
い
子
ど
も
の
味
覚
に
合
う
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
乳
児
の
繊

細
な
舌
は
案
外
正
直
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
は
、
も
っ
と
日
本
の

生
産
物
に
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、

海
外
に
売
り
込
む
く
ら
い
の
気

概
を
持
つ
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

孫たちとのひと時

慣
れ
な
い
都
会
で
の
生
活
に
必
死

に
な
じ
も
う
と
奮
闘
す
る
姿
を
描

い
て
い
ま
す
。

●
日
時

１
月

日
掌
午
前

時

２７

１０

分
・
午
後
２
時

３０※
い
ず
れ
も
開
場
は

分
前
。

３０

●
定
員

各

人（
先
着
順
）

２００

●
鑑
賞
料

大
人
止

円
５００

子
ど
も（
小
学
生
以
下
）
止

円
３００

フ
ァ
ミ
リ
ー（
大
人
１
人
、
子
ど

も
２
人
）
止
１
０
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売

１
月
４
日
晶

午
前
９
時
か
ら
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
総

合
案
内
に
て

■
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ラ
イ
ブ

１
月
の
テ
ー
マ
は「
冬
の
コ
ン

サ
ー
ト
」。

第
１
部
は
、
平
成

年
８
月
の

３０

愛
知
県
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
銀
賞

を
受
賞
し
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
奏
会

を
行
っ
て
い
る
安
城
学
園
高
等
学

校
合
唱
部
。

第
２
部
は
、
平
成

年
カ
ラ
オ

２９

ケ
・
ワ
ー
ル
ド
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

シ
ッ
プ
日
本
大
会
で
優
勝
し
、
同

世
界
大
会
で
も
準
決
勝
に
進
出
し

た
安
城
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
角
谷
広

す
み

や

太
氏
が
出
演
し
、
素
敵
な
歌
声
を

披
露
し
ま
す
。

●
日
時

１
月

日
松

１２

第
１
部
止
午
後
６
時

分
～
６
時

１５

分
４５第

２
部
止
午
後
７
時
～
７
時

分
３０

■
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
シ
ネ
マ
上
映
会

「
ハ
イ
ジ
ア
ル
プ
ス
の
物
語
」

ワ
ン
コ
イ
ン
で
映
画
が
楽
し
め

る「
シ
ネ
マ
上
映
会
」を
開
催
し
ま

す
。
上
映
作
品
は
世
界
中
で
愛
さ

れ
て
い
る「
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ

イ
ジ
」の
実
写
版
。
ア
ル
プ
ス
の

山
の
中
で
暮
ら
し
て
い
た
少
女
が
、

■問
資

安
城
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
総
合
案
内
）

（
緯〈

〉１
４
０
０
）

７６

ア
ン
フ
ォ
ー
レ
の
催
し

©２０１５ZodiacPicturesLtd/
Claussen+PutzFilmproduktion
GmbH/StudiocanalFilmGmbH
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農
業
を
実
践
し
て
い
る
。

■
農
業
青
年
奨
励
部
門

加
藤
公
健（
箕
輪
町
）

き
み
た
け

平
成

年
１６

に
就
農
し
、

水
稲
栽
培
を

中
心
と
し
た

農
業
を
開
始
。

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、

耕
作
放
棄
地
を
作
ら
な
い
よ
う
積

極
的
に
権
利
設
定
を
行
い
、
耕
作

地
を
大
幅
に
拡
大
し
た
。

平
成

年
に
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央

２８

青
年
部
部
長
を
務
め
、
地
域
の
障

害
者
と
の
農
業
体
験
交
流
の
実
施

や
、
ゴ
ミ
拾
い
活
動
、
安
城
七
夕

ま
つ
り
へ
の
ブ
ー
ス
出
店
等
、
地

域
貢
献
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
中
学
校

で
の
職
業
セ
ミ
ナ
ー
に
出
向
き
、

子
ど
も
達
へ
農
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る
等
、

農
業
を
次
世
代
へ
伝
え
る
取
り
組

み
も
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
の
障
害
者
福
祉
施

設
や
地
域
住
民
と
の
農
業
体
験
交

流
、
休
耕
田
を
利
用
し
た
コ
ス
モ

ス
畑
の
植
栽
・
管
理
等
、
地
域
景

観
の
向
上
に
も
取
り
組
み
、
農
業

の
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し

て
い
る
。

■
営
農
部
門

柴
田
孝
敏（
里
町
）

平
成
元
年

に
就
農
し
、

米
・
麦
・
大

豆
の
生
産
を

中
心
に
農
業

を
開
始
。
省
エ
ネ
、
大
型
機
械
の

導
入
等
の
検
討
を
重
ね
、
経
営
規

模
を
拡
大
し
た
。

平
成

年
か
ら
は
市
農
業
委
員
、

２３

里
町
農
用
地
利
用
改
善
組
合
副
会

長
、
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央
営
農
部
会

副
会
長
を
歴
任
。
里
町
の
環
境
保

全
会
で
は
、
水
路
や
法
面
の
草
刈

り
の
実
施
、
教
育
現
場
で
農
業
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
等
積
極
的
に
地

域
貢
献
活
動
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
他
に
先
駆
け
て
、
産
業

用
マ
ル
チ
ロ
ー
タ
ー（
ド
ロ
ー
ン
）

を
利
用
し
た
農
薬
散
布
の
実
施
等
、

環
境
負
荷
に
配
慮
し
た
先
進
的
な

地
域
農
業
の
発
展
に
尽
く
し
た

人
等
を
顕
彰
し
ま
し
た
。〈
敬
称
略
〉

■
地
域
づ
く
り
活
動
部
門

日
本
デ
ン
マ
ー
ク
村（
池
浦
町
）

池
浦
地
区
の
環
境
保
全
会
と
し

て
、
池
浦
町
と
新
田
町
の
一
部
で

農
業
用
水
等
の
農
業
施
設
、
農
地

や
農
村
環
境
の
保
全
と
質
的
向
上

を
目
指
し
活
動
し
て
い
る
。

年
間
を
通
じ
て
、
法
面（
斜
面
）

の
り

や
路
肩
の
草
刈
り
、
水
路
の
泥
上

げ
等
の
活
動
や
、
破
損
し
た
用
排

水
路
施
設
等
の
補
修
を
実
施
し
、

良
好
な
親
水
空
間
の
保
全
に
寄
与

し
て
い
る
。

■問
▼
農
務
課

（
緯〈

〉２
２
３
３
）

７１

第

回
安
城
市
農
業
賞
受
賞
者

３３

第

回
安
城
市
小
中
学
校
教
育
合
同
作
品
展

１８
小
中
学
生
科
学
賞
作
品
展「
か
が
く
の
ひ
ろ
ば
」

「
か
な
え
よ
う
わ
た
し
た
ち
の

夢
！
つ
く
り
だ
そ
う
わ
た
し
た

ち
の
未
来
錘
」を
テ
ー
マ
に
、
市

内
小
・
中
学
生
の
夢
と
ア
イ
デ
ア

に
溢
れ
る
作
品
の
数
々
を
展
示
し

ま
す
。
市
内
特
別
支
援
学
級
や
安

城
特
別
支
援
学
校
の
児
童
・
生
徒

の
作
品
も
展
示
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
日
時

１
月

日
晶
～

日
掌

２５

２７

午
前
９
時

分
～
午
後
４
時

分

３０

３０

●
場
所

文
化
セ
ン
タ
ー

●
そ
の
他

来
場
に
は
乗
り
合
わ

せ
や
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
お

願
い
し
ま
す

■問
▼
学
校
教
育
課

（
緯〈

〉２
２
５
４
）

７１

女
性
活
躍
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

い
つ
か
自
分
の
得
意
分
野
を
生

か
し
て
起
業
し
た
い
、
キ
ラ
キ
ラ

輝
く
仕
事
に
就
い
て
み
た
い
、
と

い
う
女
性
の
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
す
。

●
日
時

１
月

日
捷
午
前

時

２８

１０

～
正
午

●
場
所

ア
ン
フ
ォ
ー
レ

●
内
容

基
調
講
演
、
女
性
起
業

家
４
人
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
、
質
疑
応
答
・
意
見
交
換

●
講
師

基
調
講
演
止
二
村
康
輝

に
む
ら
や
す
て
る

（
安
城
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ュ（
以
下
A
B
C
）チ
ー
フ
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
）
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

止
寺
田
久
美（
A
B
C
ス
ペ
シ
ャ

ひ
さ
み

ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
オ
フ
ィ
ス
・

H
A
N
D
O
代
表
）
パ
ネ
リ
ス

ト
止
荒
川
陽
子
氏（
女
L
I
N
A

B
L
E
キ
ャ
リ
ア
代
表
取
締
役
）、

稲
垣
真
紀
子
氏（
は
ぐ
く
み
サ
ポ

ー
ト
ゆ
め
た
ま
ご
代
表
）、三
輪
田

み

わ

た

理
恵
氏（
プ
ラ
ス
・
シ
コ
ウ
代
表
）

●
対
象
市
内
在
住
・
在
勤
の
女
性

●
定
員

人（
先
着
順
）

８０

●
そ
の
他

託
児
ス
ペ
ー
ス
有

●
申
込
み

１
月

日
捷
ま
で
に

２１

Ａ
Ｂ
Ｃ
の
H
P
か
ら
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

■問
▼
安
城
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ

（
緯〈

〉３
３
４
１
）

９３
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市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
室
の

利
用
予
約
を
受
付

２
０
２
０
年
３
月

日
～
９
月

３１

日
の
展
示
室
の
予
約
を
次
の
日

２７程
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
予
約
の
種
別

①
優
先
予
約
止

連
続
す
る
４
日
間
以
上
の
利
用
で

３
室
以
上
又
は
３
階
全
室
利
用

②
通
常
予
約
止
①
以
外

●
申
込
み

①
止
１
月

日
晶
～

２５

日
昭
午
前
９
時
～
午
後
５
時

３１（

日
捷
を
除
く
）
②
止
２
月
１

２８日
晶
～

日
掌
午
前
９
時
～
午
後

１０

５
時（
４
日
捷
を
除
く
）に
、
直
接

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ

※
電
話
申
込
不
可
。

※
希
望
が
重
複
し
た
場
合
は
抽
選
。

申
込
期
間
以
降
は
随
時
受
付
。

※
４
月
か
ら
利
用
料
金
を
改
定
予

定
で
す
。

■問
▼
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
緯〈

〉６
８
５
３
）

７７

平
成

年
度
か
ら
援
助
を
希
望

３１

す
る
人（
新
入
学
予
定
者
含
む
）の

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
対
象

経
済
的
な
理
由
で
市
立

小
・
中
学
校
へ
の
就
学
が
困
難
な

児
童
・
生
徒
及
び
新
入
学
予
定
者

●
申
込
み

市
立
小
・
中
学
校
に

在
学
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
が
い

る
世
帯
止
３
月
８
日
晶
ま
で

４

月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
の

み
の
世
帯
止
３
月

日
晶
ま
で
に
、

２２

在
学
又
は
入
学
を
予
定
し
て
い
る

学
校
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
松
掌
抄
を
除
く
。

※
新
入
学
予
定
者
の
う
ち
、
各
学

校
の
入
学
説
明
会
ま
で
に
申
請

を
し
て
、
か
つ
認
定
を
受
け
た

人
は
、
援
助
の
一
部
が
入
学
前

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
必
要
書
類
等
の
詳
細
は
、
各
学

校
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
年
度
途
中
で
あ
っ
て
も
、
援
助

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
は
、
申
請
時
期
に
応
じ
て

援
助
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

就
学
援
助
制
度

■問
▼
学
校
教
育
課

（
緯〈

〉２
２
５
４
）

７１

長野県のとある地域では星
空を観光資源のひとつとして

いるそうです。日本一と称される満天の星を眺め
るために観光客が殺到しているのだとか。
その星空には劣りますが、安城でも、晴れた日

に夜空を眺めると眩しい星をいくつも見つけるこ
とができます。今の季節だとオリオン座が目立ち
ますね。みっつ並んだ星を目印にすると探しやす
いです。けれど安城で、もっと綺麗な星空を、楽
しく眺める方法もあるんです。
桜町にある文化センターが十一月にリニューア

ルオープンしました。改修後の見所は多いですが、
個人的に気になっていたのがプラネタリウム。と
いうわけでさっそく観に行ってきました。
モダンな印象に様変わりしたプラネタリウムの

ロビーに「スペース感すごい」と間抜けな感想を抱
きつつ、開場時間となり、シアターに入ります。
ゆったりと座れる椅子が投影機を中央にして並ん
でいるのですが、この投影機に近いほど映像が美
しく見えると小耳に挟んだのでなるべく中央寄り
の席に座りました。（この椅子座り心地最高！）
暗くなり、上映が始まると、見慣れた町並みや

私たちがその日に見るだろう夜空が映し出されま

す。新しい投
影機は自然の
風景をそのま
ま見ているか
のように表現
できるそうで、
見上げた先に
はとてもリアルな景色が広がりました。
明治用水の建設と星との繋がりを絡め、この土

地の辿ってきた道のりを学ぶことのできるストー
リーは安城市のオリジナル。ドームに映る映像の
中にまるごと浸りながら、時を越え、宇宙へ旅行
し、星とこの町とを知っていく。夢中になって楽
しめる濃い三十分間でした。
それからもう一本、解説員による生解説付きプ

ログラムも観覧しました。実は私、生解説を聞く
のは初体験。プラネタリウムは静かに映像を眺め
る、というイメージがありましたが、見るだけで
なく一緒になってその上映を作り上げるというの
も面白いですね。そして体験してみて思ったこと
が……私も解説やってみたい！上映中、説明を聞
きつつ「あれ楽しそうだなあ」とずっと考えており
ました。プラネタリウム解説員、憧れます。

「座り心地最高！」（沖田さん「座り心地最高！」（沖田さん））

賛賛賛 GOTGOTOO
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農
業
を
実
践
し
て
い
る
。

■
農
業
青
年
奨
励
部
門

加
藤
公
健（
箕
輪
町
）

き
み
た
け

平
成

年
１６

に
就
農
し
、

水
稲
栽
培
を

中
心
と
し
た

農
業
を
開
始
。

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、

耕
作
放
棄
地
を
作
ら
な
い
よ
う
積

極
的
に
権
利
設
定
を
行
い
、
耕
作

地
を
大
幅
に
拡
大
し
た
。

平
成

年
に
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央

２８

青
年
部
部
長
を
務
め
、
地
域
の
障

害
者
と
の
農
業
体
験
交
流
の
実
施

や
、
ゴ
ミ
拾
い
活
動
、
安
城
七
夕

ま
つ
り
へ
の
ブ
ー
ス
出
店
等
、
地

域
貢
献
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
中
学
校

で
の
職
業
セ
ミ
ナ
ー
に
出
向
き
、

子
ど
も
達
へ
農
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る
等
、

農
業
を
次
世
代
へ
伝
え
る
取
り
組

み
も
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
の
障
害
者
福
祉
施

設
や
地
域
住
民
と
の
農
業
体
験
交

流
、
休
耕
田
を
利
用
し
た
コ
ス
モ

ス
畑
の
植
栽
・
管
理
等
、
地
域
景

観
の
向
上
に
も
取
り
組
み
、
農
業

の
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し

て
い
る
。

■
営
農
部
門

柴
田
孝
敏（
里
町
）

平
成
元
年

に
就
農
し
、

米
・
麦
・
大

豆
の
生
産
を

中
心
に
農
業

を
開
始
。
省
エ
ネ
、
大
型
機
械
の

導
入
等
の
検
討
を
重
ね
、
経
営
規

模
を
拡
大
し
た
。

平
成

年
か
ら
は
市
農
業
委
員
、

２３

里
町
農
用
地
利
用
改
善
組
合
副
会

長
、
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央
営
農
部
会

副
会
長
を
歴
任
。
里
町
の
環
境
保

全
会
で
は
、
水
路
や
法
面
の
草
刈

り
の
実
施
、
教
育
現
場
で
農
業
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
等
積
極
的
に
地

域
貢
献
活
動
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
他
に
先
駆
け
て
、
産
業

用
マ
ル
チ
ロ
ー
タ
ー（
ド
ロ
ー
ン
）

を
利
用
し
た
農
薬
散
布
の
実
施
等
、

環
境
負
荷
に
配
慮
し
た
先
進
的
な

地
域
農
業
の
発
展
に
尽
く
し
た

人
等
を
顕
彰
し
ま
し
た
。〈
敬
称
略
〉

■
地
域
づ
く
り
活
動
部
門

日
本
デ
ン
マ
ー
ク
村（
池
浦
町
）

池
浦
地
区
の
環
境
保
全
会
と
し

て
、
池
浦
町
と
新
田
町
の
一
部
で

農
業
用
水
等
の
農
業
施
設
、
農
地

や
農
村
環
境
の
保
全
と
質
的
向
上

を
目
指
し
活
動
し
て
い
る
。

年
間
を
通
じ
て
、
法
面（
斜
面
）

の
り

や
路
肩
の
草
刈
り
、
水
路
の
泥
上

げ
等
の
活
動
や
、
破
損
し
た
用
排

水
路
施
設
等
の
補
修
を
実
施
し
、

良
好
な
親
水
空
間
の
保
全
に
寄
与

し
て
い
る
。

■問
▼
農
務
課

（
緯〈

〉２
２
３
３
）

７１

第

回
安
城
市
農
業
賞
受
賞
者

３３

第

回
安
城
市
小
中
学
校
教
育
合
同
作
品
展

１８
小
中
学
生
科
学
賞
作
品
展「
か
が
く
の
ひ
ろ
ば
」

「
か
な
え
よ
う
わ
た
し
た
ち
の

夢
！
つ
く
り
だ
そ
う
わ
た
し
た

ち
の
未
来
錘
」を
テ
ー
マ
に
、
市

内
小
・
中
学
生
の
夢
と
ア
イ
デ
ア

に
溢
れ
る
作
品
の
数
々
を
展
示
し

ま
す
。
市
内
特
別
支
援
学
級
や
安

城
特
別
支
援
学
校
の
児
童
・
生
徒

の
作
品
も
展
示
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
日
時

１
月

日
晶
～

日
掌

２５

２７

午
前
９
時

分
～
午
後
４
時

分

３０

３０

●
場
所

文
化
セ
ン
タ
ー

●
そ
の
他

来
場
に
は
乗
り
合
わ

せ
や
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
お

願
い
し
ま
す

■問
▼
学
校
教
育
課

（
緯〈

〉２
２
５
４
）

７１

女
性
活
躍
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

い
つ
か
自
分
の
得
意
分
野
を
生

か
し
て
起
業
し
た
い
、
キ
ラ
キ
ラ

輝
く
仕
事
に
就
い
て
み
た
い
、
と

い
う
女
性
の
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
す
。

●
日
時

１
月

日
捷
午
前

時

２８

１０

～
正
午

●
場
所

ア
ン
フ
ォ
ー
レ

●
内
容

基
調
講
演
、
女
性
起
業

家
４
人
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
、
質
疑
応
答
・
意
見
交
換

●
講
師

基
調
講
演
止
二
村
康
輝

に
む
ら
や
す
て
る

（
安
城
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ュ（
以
下
A
B
C
）チ
ー
フ
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
）
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

止
寺
田
久
美（
A
B
C
ス
ペ
シ
ャ

ひ
さ
み

ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
オ
フ
ィ
ス
・

H
A
N
D
O
代
表
）
パ
ネ
リ
ス

ト
止
荒
川
陽
子
氏（
女
L
I
N
A

B
L
E
キ
ャ
リ
ア
代
表
取
締
役
）、

稲
垣
真
紀
子
氏（
は
ぐ
く
み
サ
ポ

ー
ト
ゆ
め
た
ま
ご
代
表
）、三
輪
田

み

わ

た

理
恵
氏（
プ
ラ
ス
・
シ
コ
ウ
代
表
）

●
対
象
市
内
在
住
・
在
勤
の
女
性

●
定
員

人（
先
着
順
）

８０

●
そ
の
他

託
児
ス
ペ
ー
ス
有

●
申
込
み

１
月

日
捷
ま
で
に

２１

Ａ
Ｂ
Ｃ
の
H
P
か
ら
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

■問
▼
安
城
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ

（
緯〈

〉３
３
４
１
）

９３

広報あんじょう 2019.1.1臥

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
室
の

利
用
予
約
を
受
付

２
０
２
０
年
３
月

日
～
９
月

３１

日
の
展
示
室
の
予
約
を
次
の
日

２７程
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
予
約
の
種
別

①
優
先
予
約
止

連
続
す
る
４
日
間
以
上
の
利
用
で

３
室
以
上
又
は
３
階
全
室
利
用

②
通
常
予
約
止
①
以
外

●
申
込
み

①
止
１
月

日
晶
～

２５

日
昭
午
前
９
時
～
午
後
５
時

３１（

日
捷
を
除
く
）
②
止
２
月
１

２８日
晶
～

日
掌
午
前
９
時
～
午
後

１０

５
時（
４
日
捷
を
除
く
）に
、
直
接

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ

※
電
話
申
込
不
可
。

※
希
望
が
重
複
し
た
場
合
は
抽
選
。

申
込
期
間
以
降
は
随
時
受
付
。

※
４
月
か
ら
利
用
料
金
を
改
定
予

定
で
す
。

■問
▼
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
緯〈

〉６
８
５
３
）

７７

平
成

年
度
か
ら
援
助
を
希
望

３１

す
る
人（
新
入
学
予
定
者
含
む
）の

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
対
象

経
済
的
な
理
由
で
市
立

小
・
中
学
校
へ
の
就
学
が
困
難
な

児
童
・
生
徒
及
び
新
入
学
予
定
者

●
申
込
み

市
立
小
・
中
学
校
に

在
学
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
が
い

る
世
帯
止
３
月
８
日
晶
ま
で

４

月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
の

み
の
世
帯
止
３
月

日
晶
ま
で
に
、

２２

在
学
又
は
入
学
を
予
定
し
て
い
る

学
校
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
松
掌
抄
を
除
く
。

※
新
入
学
予
定
者
の
う
ち
、
各
学

校
の
入
学
説
明
会
ま
で
に
申
請

を
し
て
、
か
つ
認
定
を
受
け
た

人
は
、
援
助
の
一
部
が
入
学
前

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
必
要
書
類
等
の
詳
細
は
、
各
学

校
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
年
度
途
中
で
あ
っ
て
も
、
援
助

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
は
、
申
請
時
期
に
応
じ
て

援
助
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

就
学
援
助
制
度

■問
▼
学
校
教
育
課

（
緯〈

〉２
２
５
４
）

７１

長野県のとある地域では星
空を観光資源のひとつとして

いるそうです。日本一と称される満天の星を眺め
るために観光客が殺到しているのだとか。
その星空には劣りますが、安城でも、晴れた日

に夜空を眺めると眩しい星をいくつも見つけるこ
とができます。今の季節だとオリオン座が目立ち
ますね。みっつ並んだ星を目印にすると探しやす
いです。けれど安城で、もっと綺麗な星空を、楽
しく眺める方法もあるんです。
桜町にある文化センターが十一月にリニューア

ルオープンしました。改修後の見所は多いですが、
個人的に気になっていたのがプラネタリウム。と
いうわけでさっそく観に行ってきました。
モダンな印象に様変わりしたプラネタリウムの

ロビーに「スペース感すごい」と間抜けな感想を抱
きつつ、開場時間となり、シアターに入ります。
ゆったりと座れる椅子が投影機を中央にして並ん
でいるのですが、この投影機に近いほど映像が美
しく見えると小耳に挟んだのでなるべく中央寄り
の席に座りました。（この椅子座り心地最高！）
暗くなり、上映が始まると、見慣れた町並みや

私たちがその日に見るだろう夜空が映し出されま

す。新しい投
影機は自然の
風景をそのま
ま見ているか
のように表現
できるそうで、
見上げた先に
はとてもリアルな景色が広がりました。
明治用水の建設と星との繋がりを絡め、この土

地の辿ってきた道のりを学ぶことのできるストー
リーは安城市のオリジナル。ドームに映る映像の
中にまるごと浸りながら、時を越え、宇宙へ旅行
し、星とこの町とを知っていく。夢中になって楽
しめる濃い三十分間でした。
それからもう一本、解説員による生解説付きプ

ログラムも観覧しました。実は私、生解説を聞く
のは初体験。プラネタリウムは静かに映像を眺め
る、というイメージがありましたが、見るだけで
なく一緒になってその上映を作り上げるというの
も面白いですね。そして体験してみて思ったこと
が……私も解説やってみたい！上映中、説明を聞
きつつ「あれ楽しそうだなあ」とずっと考えており
ました。プラネタリウム解説員、憧れます。

「座り心地最高！」（沖田さん「座り心地最高！」（沖田さん））
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